
深
畿
地
震
の
機
構
と
P
・

s
雨
地
震
波
の
勢
力
分
布
に
就
て

一
、
緒
言
地
震
計
に
記
録
さ
れ
る
深
護
地
震
の

P
波
の
初
動
、
並
に

記
象
型
即
ち

P
-
S
雨
地
震
波
の
勢
力
八
刀
布
の
問
に
は
宥
接
た
関
係
が

あ
る
。
遺
骨
同
友
殻
震
機
構
を
仮
定
し
と
の
開
係
を
か
た
り
の
程
度
迄
は
設

明
す
る
事
が
出
来
た
。
最
近
に
は
S
波
の
初
動
も
詳
し
く
研
究
さ
れ
、
P
波

の
初
動
は
理
論
的
に
計
算
し
た
値
上
と
よ
く
一
致
す
る
事
が
示
さ
れ
た
U

本
報
文
で
は
従
来
常
に
著
者
舎
が
考
吋
て
ゐ
た
や
う
に
震
源
を
中
心
と

す
る
小
さ
た
球
を
考
へ
、
れ
，
β
的

m
y

を
球
座
標
と
し
共
の
球
面
上
で

U
H

3THぬ
も

8mm司
G
S
J
『

q
H
H
C
M

、喝
H
O
た
る
歪
力
が
働
く
在
す
る
。
此
税
収
一
震

機
構
の
模
型
的
仮
定
か
ら
の
計
算
値
左
深
護
地
震
の
費
測
値
'
と
を
比
較
し

ゃ
う
o

共
の
結
果
に
よ
っ
て
は
(
叫
(
仰
を
零
ー
と
し
た
い
で
あ
る
値
を
持
た

せ
る
必
要
が
起
る
か
も
知
れ
左
い
。

本

弘

多

竹鷺

峰清

夫

坂花

賓
際
の
地
震
で
は
歪
力
が
振
動
的
に
働
く
の
で
は
な
く
、
恐
ら
く
衝
撃

的
に
働
く
の
だ
ら
う
が
、
取
扱
の
便
宜
上
P
波
及
S
波
の
初
動
は
上
に
仮

定
し
た
振
動
的
の
歪
力
が
働
く
場
合
に
夫
々
縦
波
及
横
波
の
速
度
で
倖
は

る
粉
、
位
に
比
例
す
る
左
考
へ
る
。
叉
先
づ
媒
質
を
無
限
に
掠
っ
た
均
質
等

方
弾
性
健
'
と
し
て
波
動
偉
搭
の
解
を
求
め
、
，
次
に
地
殻
が
均
質
で
な
い
事

や
、
地
表
に
於
け
る
反
射
等
に
基
く
影
響
を
考
慮
に
入
れ
遁
営
た
柿
正
を

加
久
、
出
来
る
丈
賓
際
の
地
震
の
場
合
に
近
づ
け
る
裁
に
す
る
。

二
、
球
座
標
に
依
る
弾
性
波
動
俸
播
の
凝
無
限
に
鎖
い
J

た
均
質
等
方

弾
性
躍
に
於
け
る
球
座
標
に
依
る
波
動
停
播
の
解
は
既
に
妹
津
博
士
に
依

っ
て
得
ら
れ
て
を
り
、
・
共
の
後
小
平
氏
の
解
も
あ
る
。

コも
w

品、m
H
持
同
財
務

も
山
繭
同

三-七、五・
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α
を
小
き
い
と
L
、
宇
径

α
な
る
球
面
上
で

ミ
日
『
丘
ロ
ぬ
も
。
。
叶
苛
包
5
t
r

え
W
H
O
-

噛
盲
目
可
日
。

在
る
僚
件
を
減
す
様
に
す
る
と
、

。HU
叶(せよ

-国

H
C

ル
」
・
な
る
。
ポ
ア
ツ
ソ
ン
比
が
%
即
ち

Y
H
下

'
と
す
る
主
T

の
か
な

り
大
き
い
所
で
は
主
要
注
項
は

S
H
O
-
-沖
ω
山
口
ぬ
も

8
6
0
2
S
7
5

3
M
m
M
2
1
V
g
m
答
。
。
§
。
。

ω
(
1
1
5

さ

u
u
!印
悶

o
i
l
s
m
2
5喝
さ

m(
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弘 I~
も

叫

も

su
『・

と
な
る
。
但
し

ω
コ
ぬ
芯
w

。。
m
p

。3
m
q

2)ω
ぬ
m
w
w

2
2
q
w
 

等
は
何
れ
も
零
に
近
く
な
い
場
合
と
す
る
。

引
は
通
常
の
縦
波
の
速
度
で
停
は
り
T

方
向
に
振
動
す
る
愛
位
で
、
地

震
の
際
の

p
波
に
相
営
す
る
。
円
、
町
、
は
何
れ
も
横
波
の
速
度
で
停
は

り

、

め

は

m
y
方
向
に
振
一
勧
す
る
変
位
で
、
地
震
の
S
波

れ
は

0
方
向
に
、

に
相
営
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
、
地
殻
の
不
均
質
及
地
表
面
に
於
け
る
反
射
に
依
る
影
響
幾
何
準

的
に
考
へ
或
る
一
つ
の
地
震
波
線
の
震
源
に
於
け
る
射
出
角
を
向
共
の
飴

角
を
白
山
地
表
に
於
け
る
震
の
射
出
角
を
均
一
射
出
勤
の
震
央
距
離
を
A
、
共

の
震
波
線
を
は
さ
ん
で
震
源
に
於
て
射
出
角
が
一
度
の
間
隔
を
有
す
る
二

つ
の
震
波
線
が
地
表
で
切
る
地
帯
の
幅
を
仏
?
と
す
る
o

震
源
の
近
く
で
町

怠
る
距
離
の
黙
に
於
け
る
振
幅
を
4
4
、
地
表
に
於
け
る
入
射
波
の
振
幅
を

A
ル
」
す
る
'
F
」

(
苓
)

な
る
閥
係
が
あ
る
。
一
滑
川
崎

z
h
v
m一
国
内
ぷ
門
戸
伊

三
百
二
十
粁
及
四
百
粁
等
の
場
合
に
L

就
て
計
算
し
て
あ
る
。

入
射
面
に
直
角
に
従
っ
て
地
表
に
平
行
に
振
動
す
S
波
が
地
表
で
反
射

さ
れ
る
在
地
表
の
振
幅
は
入
射
波
の
夫
の
二
倍
主
な
る
。

P
波
及
び
入
射

面
内
で
振
動
す
る
S
波
の
反
射
す
る
場
合
の
地
表
の
運
動
は
ポ
ア
ツ
ソ
ン

比
詳
の
場
合
に
就
て
は
松
津
博
士
の
表
が
あ
る
。
之
等
に
依
っ
て
地
表
に

於
け
る
反
射
の
影
響
に
基
く
補
正
を
容
易
に
求
め
る
事
が
出
来
る
。

回
、
?
昭
和
七
年
四
月
エ
十
八
日
熊
島
灘
深
設
地
震

は
既
に
震
源
の
深
さ
二
百
粁
、

昭
和
七
年
四
月
二

戸一}セ七



十
八
日
十
二
時
四
十
三
分
頃
、
東
経
一
三
六
・
七
七
度
、
北
緯
三
国
・

0
0

度
、
熊
野
灘
に
起
っ
た
地
震
は
震
源
の
深
さ
約
三
百
二
十
粁
左
求
め
ら
れ

て
ゐ
る
。
震
央
距
離
七
・
八
百
粁
の
範
囲
内
で
は
震
央
を
過
り
、
北
五
一
十十

一
二
.
昨
度
陪
度
民
西
の
直
線
を
境
、
ル
左
介
犬
と
.
」
一
し
、
共
の
北
東
側
で
は
P
波
の
初
動
は
疎
波
、
南

西
側
で
は
密
波
'
と
な
っ
て
ゐ
る
。
〈
第
二
国
)

熊野灘地震初動分布園第二国

fj'OO/{田

嘗
て
著
者
の
一
人
が
考
へ
た
様
に
震
源
の
機
構
を
考
へ
る
に
用
ひ
た
球

の
例
へ
ば
第
一
国
の

O
N
が
地
表
に
垂
直
に
上
方
に
向
き
、

N
C
S
B
面

が
北
五
十
一
度
西
の

P
波
初
動
の
節
線
を
含
む
様
に
す
る
。

今

崎
H
H
H

∞-
H
V
〈
同
空
(
首
N

〉
左
し
、
第
三
節
に
述
べ
た
地
裁
の
不

均
賃
左
地
表
に
於
け
る
反
射
に
基
く
栴
E
を
考
へ
に
入
れ
計
算
し
た
地
表

一
弓
七
九

の
運
動
と
、
地
震
計
に
依
る
験
測
結
果
左
を
比
較
し
て
見
ゃ
う
。

第
三
国
横
軸
は
水
平
動
左
上
下
動
を
組
合
せ
た
地
表
の
質
黙
の

P
波
初

動
の
大
い
さ
の
計
算
値
、
縦
軸
は
賓
測
値
を
一
不
す
。
但
し
P
波
初
動
が
密

熊野灘地震のP波初動の大いさ、計算{直と賃測{直との比較

。(車位ミクロン〉

/ 
宮0

，・20

イ直

第三国

-10 

計算

。。
10 

10 

。

由

貿

測

値

。

10 

波
の
時
に
は

E
、
疎
波
の
際
は
負
ー
と
す
る
。

第
四
闘
横
軸
は

S
波
に
依
る
地
表
の
運
動
の
水
平
成
分
の
大
い
さ
の
計



算
値
、
縦
軸
は
其
の
賓
測
債
を
示
す
。
即
ち
唯
一
つ
の
引
の
値
を
奥
へ
た

丈
で
P
波
及
び
S
波
の
何
れ
も
計
算
値
ly-
資
測
値
と
が
か
た
り
に
よ
く
一

致
し
て
ゐ
る
事
が
分
る
。

---L-
K拍

第四国熊野灘地震s波容j動*平成分D
大いき，計算値と賃測値との比較

(車位ミクロン〉

。
。

80 

制

釦

宮

淘

個

第
五
固
の
賓
線
の
矢
ほ
S
波
に
依
る
地
表
の
運
動
の
方
向
並
び
に
大
い

さ
の
計
算
値
、
.
賄
線
の
矢
は
賓
測
値
を
示
す
。
方
向
も
か
な
り
に
よ
く
合

っ
て
ゐ
る
が
細
か
く
一
広
へ
ば
二
十
度
前
後
系
統
的
に
ふ
れ
て
ゐ
る
様
で
あ

る
。
之
は
O
N
を
地
表
に
垂
直
L
C
L
た
事
、
或
は
『
色
"
。
困
、
目
、
M
c
-
-
t」仮

第五園 熊野灘地震 S波初動水平成分の方向と大u、さ

←一一計算値 ←・・・・賢i則値

定
し
た
事
に
基
く
か
も
知
れ
な
い
。
詳
細
な
黙
は
も
っ
左
多
く
の
地
震
に

就
て
調
奈
の
上
明
ら
か
に
す
る
事
主
し
、
今
は
此
程
度
に
止
め
て
ゐ
く
。

〈
績
く
〉

中
央
気
象
蓋
に
て

昭
和
八
年
十
二
月
五
日三

七
九
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出
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仰

抹
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皐

m
w
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切

B

H

。LM
H
M
・
の
場
合
は
石
本
博
士
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河
角
氏
等
の
研
究
が
あ
る
。

石
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第
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第
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